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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，日常言語使用の文脈依存性を理論的に把握する新しい手法として，
これまで生物・物理科学分野において局所的構造・現象と大域的構造・現象との相互作用を記述する目的で提唱
されてきた「場」の概念を言語に適用し，従来の個体中心の語用論理論とは異なる着想に基づく言語理論構築を
目的とした．従来の文脈理論の批判的吟味と異言語・異文化対話コーパス分析に基づいて「場」を言語使用を規
定する社会集団に固有の情報的・社会的な規範制約と位置付け，発話と場との相互作用を「場」のわきまえと
「場」の動的構築の両方向的作用と捉えることを提案した．

研究成果の概要（英文）：This research was conceived on the idea to develop a novel theory on 
context-dependency in ordinary language use, by applying and extending the idea of 'Ba' (field), 
which is originally developed in the fields of physical and biological sciences to capture the 
interaction between local and global structures and phenomena.  Based on cross-linguistic and 
cross-cultural analyses of dialogue interactions, together with a critical examination of 
conventional pragmatics theories, we proposed a picture of 'Ba' as a bundle of social norms and 
informational constraints implicit but shared by the participants in the situations of conversation.
 'Wakimae' and dynamic construction are identified as two-way mechanisms that play central roles in 
the interaction between 'Ba' and utterances.

研究分野：言語学

キーワード： 語用論　場のわきまえ　場の動的構築
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１．研究開始当初の背景	
	 日常言語の使用は高度に文脈依存的であ
る.	文脈依存性の理論化はこれまで言語学の
中でも語用論分野を中心として進められてき
たが,	話者の時空間位置(indexical),	行為
遂行(speech	act),	解釈推論(implicature)
など,	いずれも文脈を言語使用者個人に関与
する要因として把握・定式化が行われてき
た.	しかし文脈依存性には,	敬語使用に代表
される対人関係調整や Thai語の Maipenrai
用法に見られるように,	言語使用者の所属す
る社会集団の社会規範・文化が言語行動を規
定するという側面が存在する.	井出[1]は社
会集団の規範性を踏まえた言語使用の様態を
とらえるために「わきまえ」概念を提唱して
いる.	
	 一方,	生物・物理科学分野では,	局所的構
造・現象と大域的構造・現象との相互作用を
記述するために「場」の概念が提唱され,	集
合的な秩序生成や分散的な最適化制御が議論
されている[2][3].	
	 提案者は,	状況意味論による日本語現象の
理論化,	対話コーパスに基づく対話インタラ
クション現象の実証的研究を通じて,	日本語
を含むアジア言語では社会集団固有の規範や
価値感の影響が強いこと,	それら言語行動の
説明には個体中心の語用論理論とは異なる発
想が必要なことに気づき「場」概念の発展的
適用の可能性を着想した．	
	
	[1]	井出祥子,	わきまえの語用論,	大修館
書店,	2006.	
	[2]	清水博,	場と共創,	NTT 出版,	2000.	
	[3]Nakagaki,	T.,	et.al.,	Rules	for	
biologically-inspired	adaptive	
network	design,	Science,	2010.	
	
２．研究の目的	
	 日常言語の使用は高度に文脈依存的であ
る.	文脈依存性は,	主体としての話者の発話
生成・解釈を規定する時空間,	認知的,	言語
的要因のみに限定されず,	言語使用者の所属
集団に固有の社会規範・文化・価値が言語行
動を規定するという側面も存在する.	本研究
は,	生物・物理科学分野で局所的構造・現象
と大域的構造・現象との相互作用を記述する
ために提案された「場」概念を出発点とし
て,	言語使用を規定する社会的・情報的制約
を「場」ととらえる新しい言語理論を開発す
ることを目的とした.	
	
３．研究の方法	
(1)『場の理論』と『場の言語学』の架橋:	
	 清水博らの提唱する「場の理論」と本研究
課題で取り上げる「場の言語学」における
「場」の概念の共通点と相違点を検討し,	両
者を架橋する方向を模索する.	場の理論の研
究者を招聘した研究集会を開催し,	言語学へ
の適用を想定した場概念の精緻化を進める.	
場に関与すると考えられる言語現象として,	

敬語,	呼称/人称代名詞使用,	終助詞などが
これまで散発的に言及されてきているが,	言
語学における「場」概念確立のために対象と
すべき言語現象の網羅的検討を行う.		
(2)『場の意味論』の構築	
	 場の理論と言語意味論との対峙を通じて
「場」概念に基づく「場の意味論」構築を企
図する.	論理的真偽と可能世界を基盤とする
形式意味論と人間の言語的認知特性を基盤と
する認知意味論の概念・理論装置を出発点と
して,	主に日本語の現象を題材として,	情報
的・社会的「場」の概念と言語表現意味との
関係記述の理論を検討する.	日本語および韓
国語の複合名詞および名詞-名詞修飾の意味
論・語用論,	日本語およびヨーロッパ諸欧語
における敬語・人称使用に関わる概念検討な
どを想定している.	言語意味論研究者を招聘
し,	形式意味論における主観的判断への最近
の理論展開に関する理解共有と,	場の言語学
からのアプローチをテーマとして研究集会を
開催する.		
(3)	『場の語用論』の構築	
	 日本語・韓国語・英語などのコーパスを用
いて現実の言語使用場面における「場」現象
調査を行い,	「場の語用論」構築を企図す
る.	言語的「場」の構成要素となるアイデン
ティティ,	社会的役割,	行動規範・慣習など
の社会的制度・装置は社会的現実として外在
すると同時に,	個々の言語使用者がそれらを
内化することを通じて具体的言語使用として
表出される.そして言語的インタラクション
を通じて社会的現実は動的に遷移する.	言語
的「場」の言語行動への表出や動的遷移の様
態は社会集団ごとの個別性・文化依存性を有
する.	このような現象はこれまで,前提の
accommodation,	指標表現の創造的使用,	
interactive	alignment のように,	語用論的
現象として個別に取り扱われてきた.	「場」
概念を用いてこれら一群の現象を統一的に扱
うことによって,	「場の語用論」構築を目指
す.	
	 言語・社会相関の具体的現象に関する研究
の発表と場概念による理解をテーマとして国
際研究集会を開催して議論を深める.	
	
４．研究成果	
	 場の言語学に関する国際研究集会を 4回開
催して理論言語学,	言語人類学,	社会言語
学,	コーパス言語学,	情報科学,	英語教育な
ど多様な専門分野の研究者による討議を行
い,	場の概念の明確化,	言語現象への適用の
可能性,	語用論理論としての展開などに関し
て検討を行った.		
	
- 5th	International	Workshop	on	
Linguistics	of	'Ba',	Waseda	
University,	2017/12/15-17	

- 4th	International	Workshop	on	
Linguistics	of	'Ba',	Waseda	
University,	2016/12/16-17	



- 3rd	International	Workshop	on	
Linguistics	of	'Ba',	Waseda	
University,	2016/3/26-27	

- 2nd	International	Workshop	on	
Linguistics	of	'Ba',	Future	
University	Hakodate,	2015/7/4-5	

- 	
	 また国際語用論学会での発表,	Paris で開
かれた文脈に関する国際コロキウムでの招待
講演および討論を通じて「場」概念の発展を
図った.		
	
(1)『場の理論』と『場の言語学』の架橋:	
	 清水博による主に物理化学領域の現象から
発想された「場」概念と，仏教・武道におけ
る「無」「間」概念，指標性などの言語現象
の検討から，「場」概念を捉えるためには原
初的な場,	言語活動を取り巻く場,	理論化に
よって記述される場の三階層を設定すること
が有効であるという提案が得られた．	
	
(2)『場の意味論』の構築	
	 形式意味論，認知意味論との対比および日
本語・韓国語の複合名詞および名詞-名詞修
飾の意味論・語用論,	日本語および英語の語
用論的現象の検討から，場の影響は日本語の
表現使用や日本文化に典型的に見られるが,	
必ずしも日本・日本語のみに限定されるわけ
ではなく,	世界的に普遍性を備えた基礎概念
であることを確認した．	
	
(3)	『場の語用論』の構築	
	 日本語・英語・中国語・アラビア語の言語
インタラクションコーパスの異言語比較分析
を通じて，図 1，図 2に示すように言語イン
タラクションの「場」を発話参加者を取り巻
く社会的慣習・規約を含む文脈的情報であっ
て，わきまえを通じて話者の発話行動を規定
すると同時に場の参加者が動的に維持構築す
る存在として提示した．そのアイデアに基づ
いて，日本語・中国語・アラビア語の会話主
導の社会的依存性に関する分析を提示した．
さらに，共有意図など共同性を支える心的要
素の理論と「場」概念との関連性につ関して
考察と討議を行った．		
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
図１.	言語インタラクションの場の概念	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
図 2.	場と発話の相互作用	
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